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●世界に先駈けてマルチプロセッサ�
　方式、ローカルメモリ方式、仮想�
　記憶方式を統合したオンライン�
　コンピュータを実現�
●世界に先駈けN-MOS ICメモリを�
　採用�
● I／Oインタフェースをインタフェース69�
　に統一、ISOに提案�

●世界に先駈け4Kbit N-MOS IC�
　メモリを主記憶に採用�
●オンデマンド仮想記憶方式の採用�
●故障診断の自動化�

●超大型機モデル追加（11/45）�
●ファイル制御プロセッサ（FCP）開発�
　（バックエンド型、ネットワーク型、�
　コンプレックス型の使用が可能）�
●高速高集積LSI採用（11/45）�
　（1.3Kゲート／チップ、0.35ns／ゲート）�
●2段バッファメモリ方式採用（11/45）�
　（ローカルメモリ64Kバイト�
　中間バッファメモリ最大512Kバイト）�

●4モデル構成�
●複合システム構成による大規模、高信頼�
　システムを実現（光ループ、制御ループ、SCP）�
●双方向チャネル方式に高速データ転送�
　（最大8Mバイト/秒）�
●システム制御プロセッサSCPによる運転保守の�
　自動化�

●4モデル構成�
●共用拡張記憶を介した4台マルチ�
　プロセッサの実現�
●光リモートチャネル（接続距離2km）�
●主記憶容量拡大（2GB）�
●チャネル数拡大（256本）�
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最新高集積部品の�
先導的採用による�
価格性能比の向上�
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双方向チャネルのデータストリーミングモード（5Eシリーズ）�
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最新の部品技術の採用と方式技術の開発により、プロセッサ性能は�
10年で8倍～10倍の割合で向上。�

ＬＳＩメモリ素子の進歩をいち早く取込み、価格性能比を向上。�

チャネル装置のデータ転送速度を高速化
するため、双方向チャネル方式を開発、最
大8Mバイト/秒の転送速度を実現。さらに
インタフェースケーブルの長尺化の要求に
対応し光リモートチャネルを開発、最大
2kmを実現。�
チャネル：本体装置と周辺装置の間にあって本体

―周辺装置間のデータ転送を行う装置。�

TSSの研究�

データ通信用大型コンピュータの開発� 3モデル展開� 大型機開発　5モデルに拡充� 大規模高信頼システム� 機能強化、高性能化�
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DIPS本体系技術開発の系譜�
Development history of DIPS mainframe system technologies

CPU performance of Mid-range and High-end DIPS

Evolution of channel technologies

Transition of main memory device integration

DIPS 中大型機のCPU性能推移�

チャネル技術の発展�

主記憶素子集積度の推移�


